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榎戸和也  議員

病院、小中統合
について

谷田部由則 議員

イ
ノ
シ
シ
問
題
に

つ
い
て

県
西
総
合
病
院

廃
止
す
る
県
西
総

合
病
院
の
職
員
は

ど
う
な
る
の
か
。

市
長
公
室
長　

１

月
の
両
市
の
合
意

ど
お
り
、
希
望
す
れ
ば
全

て
新
中
核
病
院
に
移
れ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

新
中
核
病
院

新
中
核
病
院
は
、

脳
疾
患
や
心
疾
患

に
特
化
し
た
病
院
か
、
そ

れ
と
も
誰
も
が
か
か
れ
る

総
合
病
院
か
。

市
長
公
室
長　

現

在
、
両
市
協
議
会

で
調
整
中
で
す
。
11
月
策

定
予
定
の
「
基
本
計
画
」

で
示
す
予
定
で
す
。

桜
川
市
立
病
院

市
の
病
院
整
備
委

員
会
で
、
整
備
場

所
は
大
和
駅
北
区
域
が
適

当
と
さ
れ
た
。　

　

市
で
は
建
設
費
は
建
物

だ
け
で
52
億
円
と
し
て
い
る

が
、
用
地
取
得
・
造
成
・
県

西
病
院
解
体
費
等
々
は
い
く

ら
か
。

　

ま
た
、
補
助
金
抜
き
の
市

の
正
味
負
担
は
い
く
ら
か
。

市
長
公
室
長　

両

市
協
議
会
で
病
院

の
「
基
本
計
画
」
が
策
定
さ

れ
た
時
点
で
、
そ
れ
ら
を
示

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
地
で
建
て
替

え
れ
ば
、
用
地
取

得
費
や
造
成
費
用
は
ほ
ぼ

無
料
で
あ
る
。
ま
た
設
備

も
一
部
使
え
、
公
共
下
水
道

も
あ
る
。
何
よ
り
利
便
性

が
高
い
。

　

両
市
協
議
会
で
は
、「
最

終
的
な
整
備
場
所
は
、
用

地
取
得
費
な
ど
を
総
合
的

に
勘
案
し
、
今
後
桜
川
市

が
決
定
す
る
」と
し
て
い
る
。

　

整
備
委
員
会
の
結
論
は
、

答
申
に
す
ぎ
な
い
。
費
用

や
利
便
性
も
加
味
し
、
現

地
建
て
替
え
に
つ
い
て
議
会

等
で
し
っ
か
り
討
議
す
べ
き

で
は
。

市
長　

委
員
会
で

は
、
無
理
と
い
う

結
論
が
出
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
踏
ま
え
て
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

桃
中
へ
の
２
小
統
合

少
子
化
に
よ
る
小

学
校
の
統
合
は
可

と
し
て
も
、
な
ぜ
、
25
億
円

を
か
け
て
ま
で
借
地
の
桃

中
に
小
学
校
を
建
て
る
の

か
。
ま
た
、
話
を
進
め
る
に

は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
用

方
法
を
ま
ず
示
し
て
か
ら

で
は
な
い
か
。

教
育
長　

高
い
教

育
効
果
が
期
待
で

き
る
た
め
で
す
。
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行
は
、
統
合
準
備

委
員
会
で
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

農
作
物
の
被
害
件

数
と
被
害
額
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

経
済
部
長　

農
作

物
の
被
害
件
数
は

６
５
４
件
で
、
内
訳
は
水

稲
２
９
９
件
・
ジ
ャ
ガ
イ

モ
80
件
・
大
豆
41
件
・
サ

ツ
マ
イ
モ
40
件
・
カ
ボ

チ
ャ
28
件
・
麦
19
件
で
、

水
稲
被
害
が
最
多
と

な
っ
て
い
ま
す
。
被
害
金

額
の
詳
細
は
、
平
成
23
年

度
４
８
０
万
円
、
平
成
24

年
度
８
０
０
万
円
、
平
成

25
年
度
６
７
０
万
円
、
平

成
26
年
度
１
３
０
０
万
円

で
す
。

イ
ノ
シ
シ
が
住
み

に
く
い
環
境
づ
く

り
も
必
要
だ
と
思
う
が
、

こ
れ
か
ら
対
応
を
し
て
い

く
予
定
は
あ
る
の
か
伺

う
。

経
済
部
長　

区
長

さ
ん
に
イ
ノ
シ
シ

の
被
害
状
況
を
聞
き
な
が

ら
把
握
し
て
、
イ
ノ
シ
シ

が
近
寄
ら
な
い
よ
う
な
方

策
を
考
え
て
い
ま
す
。
山

際
と
農
地
の
間
に
イ
ノ
シ

シ
が
出
没
す
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
山
際
の
清
掃

を
や
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
集
落
単
位

で
清
掃
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
農
地
に
も
被
害
が
出

な
く
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

男
女
川
上
流
の
生

態
系
の
変
化
に
つ

い
て

ヤ
マ
メ
の
稚
魚
の

放
流
が
年
に
数
回

行
わ
れ
て
い
る
が
、
河
川

整
備
工
事
の
影
響
で
上
流

に
魚
が
戻
れ
な
い
環
境
に

な
っ
て
い
る
。
何
ら
か
の

対
応
策
が
あ
れ
ば
伺
い
た

い
。

建
設
部
長　

河
床

流
出
防
止
施
設
の

下
流
部
に
設
置
し
て
あ
る

網
詰
め
石
な
ど
が
流
出
し

て
し
ま
い
、
施
設
の
底
を

水
が
流
れ
て
い
る
よ
う
な

現
況
に
な
り
、
河
床
が
低

下
し
、
護
岸
基
礎
が
露
出

し
て
い
る
状
況
で
す
。
緊

急
対
策
と
し
て
河
床
流
出

部
分
の
網
詰
め
石
等
を
修

繕
し
、
護
岸
ブ
ロ
ッ
ク
等

を
保
護
す
る
こ
と
に
よ

り
、
河
川
確
保
と
環
境
保

全
を
両
立
す
る
よ
う
な
修

復
を
と
る
よ
う
考
え
て
い

ま
す
。

萩原剛志 議員

市
営
住
宅
に
つ
い
て

市
営
住
宅
の
入
居

状
況
と
募
集
状
況

は
。
ま
た
、
新
た
な
市
営

住
宅
の
建
設
計
画
は
あ
る

の
か
。

建
設
部
長　

市
全

体
で
17
団
地
３
６

０
戸
を
管
理
し
、
３
０
０

世
帯
が
入
居
し
て
い
ま

す
。
募
集
停
止
の
６
団
地

（
寺
前
第
一
・
番
匠
・
桜
ヶ

丘
・
桃
山
・
白
井
・
谷
貝
）

を
除
く
と
、
入
居
可
能
な

住
宅
は
３
３
５
戸
、
入
居

率
は
89
・
５
％
で
す
。
市

街
地
に
近
く
比
較
的
新
し

い
住
宅
の
申
し
込
み
が
多

く
、
現
在
39
世
帯
が
入
居

待
ち
の
状
況
で
す
。
現
在

の
と
こ
ろ
新
し
い
市
営
住

宅
の
建
設
計
画
は
あ
り
ま

せ
ん
。

募
集
停
止
と
な
っ

た
市
営
住
宅
は
、

今
後
ど
う
な
る
の
か
。
低

所
得
者
対
策
に
つ
い
て

は
。

建
設
部
長　

他
の

住
宅
へ
の
移
転
を

推
進
し
、
借
地
に
つ
い
て
は
、

住
宅
を
取
り
壊
し
、
更
地

に
し
て
所
有
者
に
返
還
す

る
計
画
で
進
め
て
い
ま
す
。

入
居
者
及
び
世
帯
員
が
市

民
税
均
等
割
及
び
所
得
割

を
課
税
さ
れ
て
い
な
い
場

合
に
お
い
て
、
家
賃
の
減

免
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

田
畑
等
に
隣
接
す

る
街
路
灯
及
び
防

犯
灯
で
、
農
作
物
の
成
長

に
影
響
が
あ
る
た
め
に
、

夏
の
期
間
に
消
灯
し
て
い

る
場
所
が
あ
る
よ
う
だ

が
、
農
業
被
害
は
あ
る
の

か
。

経
済
部
長　

農
業

共
済
組
合
や
Ｊ
Ａ

北
つ
く
ば
か
ら
の
被
害
報

告
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市

内
の
街
路
灯
に
よ
る
被
害

が
想
定
さ
れ
る
場
所
に
つ

い
て
は
、
市
管
理
の
街
路

灯
１
ヵ
所
、
県
管
理
の
24

基
の
街
路
灯
を
７
月
か
ら

９
月
ま
で
消
灯
し
て
い
ま

す
。

農
作
物
の
生
育
に

影
響
を
与
え
な
い

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
設
置
に
つ

い
て
、
検
討
し
た
経
緯
は

あ
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

と
あ
る
大
学
が
共
同
開
発

し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
は
、
実

勢
価
格
で
も
７
万
円
前
後

で
す
。
市
で
進
め
て
い
る

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
は
１
基
当
た

り
６
０
０
０
円
で
す
の

で
、
12
倍
近
い
単
価
で

す
。
こ
の
事
業
で
の
対
応

は
、
難
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　市議会では、市民の皆さんの生
活に直結した重要な問題が審議
されています。
　市政を身近に知るためにも、
ぜひ議会を傍聴してみませんか。

　本会議の開催日など、詳しくは議
会事務局へお問い合わせください。

お問い合わせ：桜川市役所 岩瀬庁舎      議会事務局
　　　　　　 TEL 0296-75-3111

傍聴手続は簡単です 
　本会議を傍聴するときは岩瀬第２庁舎３階にある
傍聴席入口で、氏名、住所、年齢を受付簿に記入し、
傍聴券をお取りいただいて、入場してください。

傍聴席は先着順で 50 席
　傍聴席は 50席です。先着順となっていますことを
ご了承ください。
　団体で傍聴を希望するときは、あらかじめ議会事
務局へご連絡ください。

傍聴に
お越し
ください

（内線 2510）

全国市議会議長会・県市
議会議長会・県西市議会
議長会から表彰状・感謝
状が贈られました。

表 彰・感謝状

全国市議会議長会 表彰

林　　悦子　　小林　正紀

小高　友徳　　　　　　　

茨城県市議会議長会 表彰

林　　悦子

茨城県西市議会議長会 感謝状

林　　悦子


